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「低炭素型地域活力創造事業」の実施状況について 

 

１ 事業の概要 

   国の経済危機対策における「低炭素革命」と連携しながら，本市独自の環境対応製品の普及・

促進策を早期に講ずることにより，家庭におけるＣＯ２の削減と個人消費のさらなる広がりを

喚起するもの 

 

（１）環境配慮型自動車普及促進事業 

    一定期間経過した自家用乗用車の新車への買換えに対し，購入費の５％程度を補助 

（２）家庭用高効率給湯器設置費補助事業 

    電気及びガス高効率給湯器の設置に対し，設置費の５％程度を補助 

（３）家庭用太陽光発電システム設置費補助事業 

    発電能力１キロワット当たりの補助額を４万円から７万円に増額 

 

２ 申請件数及びＣＯ２削減量 

   本年７月１５日（水）から８月２５日（火）までに，環境政策課に提出された申請件数及び

申請件数から算出した概算のＣＯ２削減量 

  （「家庭用太陽光発電システム設置費補助事業」の件数については，本年４月１日からのもの） 

 

  ※ 「申請件数から算出した概算のＣＯ２削減量」の合計：９９７．４t-CO2/年 

   ⇒ 約１４５世帯が１年間に排出するＣＯ２の量に相当 

 

３ 事業ごとの申請内容等 

（１）環境配慮型自動車普及促進事業 

  ○ 申請区分による申請件数（推計） 

     集計済件数から算出した割合による上記「１ 申請件数」の区分ごとの推計件数 

 

 ・ 本市における本年１月から６月までの新車登録台数は，昨年同時期比で７６．４％であっ

たが，本年７月は，昨年同月比で１１３．４％ 

（栃木県全体では，本年１月から６月までの新車登録台数は，昨年同時期比で７４．３％，

本年７月は，昨年同月比で１０１．５％） 

⇒ 本市の増加分があったことにより，栃木県全体の比率を押し上げたと推測できる。 

  （数値は，栃木県自動車販売店協会によるもの。軽自動車を除く。） 

事 業 種 別 自動車 給湯器 太陽光 

申 請 件 数 ７６１件 １８９件 １０３件 

予 算 件 数 ３，３００件 ３，４００件 ３００件 

「申請件数」対「予算件数」比率 ２３．１％ ５．６％ ３４．３％ 

申請件数から算出した 

概算のＣＯ２削減量 
621.9t-CO2/年 80.9t-CO2/年 294.6t-CO2/年

申 請 区 分 申 請 割 合 推計申請件数 

クリーンエネルギー型  ２４．４％ １８６件 

低 燃 費 型  ７５．６％ ５７５件 

合   計 １００．０％ ７６１件 
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（２）家庭用高効率給湯器設置費補助事業 

  ○ 申請区分による申請件数（推計） 

     集計済件数から算出した割合による上記「１ 申請件数」の区分ごとの推計件数 

 

（３）家庭用太陽光発電システム設置費補助事業 

  ○ 期間ごとの申請件数 

     「低炭素型地域活力創造事業」の開始前後における件数比較 

 

  ・ 年度当初からの申請件数は，昨年同日比で１９０．７％（昨年：５４件） 

・ 「低炭素型地域活力創造事業」の開始後，１日平均申請件数は，約３．９倍 

 

 

 

申 請 区 分 申請割合 推計申請件数 

エコジョーズ（ガス系）[潜熱回収型]  ５０．９％  ９６件 

エコフィール（石油系）[潜熱回収型]  ２．５％   ５件 

エコキュート（電気系）[自然冷媒ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ] ４４．８％  ８５件 

エコウィル（ガス発電）[ガスエンジン]  １．８％   ３件 

合   計 １００．０％ １８９件 

申 請 期 間 申請件数 １日平均申請件数 

４月１日～６月３０日（９１日間）  ３０件 ０．３３件 

７月１日～８月２５日（５６日間）  ７３件 １．３０件 

合   計 １０３件  


